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Pidonia属シラネヒメハナカミキリ種群の覚え書(l )
日光白根山から採集されたハクサンヒメハナカミキリ

窪 木

ハクサンヒメハナカ ミキリは加賀白山を模式産地
として, 白馬岳や針ノ木谷など北アルプス北部の標
本を用いて記破された (0HBAYAsHI & HAYASHI,
l960). HAYAsHl (1968) は本種を日光山塊に生息す
るシラネヒ メハナカミキリ P. obscunor Pfcの亜種
と扱った. 現在まで,  この考えが広く支持されてき
た. 者は, ハクサンヒメハナカミキリが独立した
重ではないかと考え, 各地の標本を比較検討してい
る. そんな中, 従来シラネヒメハナカミキリが生息
することが判明していた地域から, それとは別にハ
クサンヒメハナカミキリが採集されたので報告す
る.
基亜種obscuriorは, 那須山塊, 帯釈山脈, 日光山
境, 赤城山に分布する (図 l -2). 亜種hakusana
は, 尾瀬, 」武等山, 越後山脈, 三国山脈以西に分布
する (図4-5). 両亜種の分布域の接点となる帯釈山
脈一帯に,  l二題斑紋や の腿節の色が中間的な個体
が出現する. 帯釈山脈の北面では[」 見川水系の舟岐
沢, 南面では片品川水系の中ノ岐沢が両亜種の移行
地域となっている.

ヶ や尾瀬沼周辺ではhakusanaが, 物見山や
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鬼怒沼山一帯ではobscunorが, それぞれ確認され
ている.  これらの地域で50個体以上を調べても,
それぞれの亜種の特徴は安定している. 両地域は直
線距離にして6 km, . ・岩山 (標高 2,163  m)  を経由
して, 尾根伝いでも 10 km しか離れていない. いろ
いろな形質に地理的変異が認められるPidomaで
あるが,  このような急激な変化はあまり例がない.

Pidontaの色彩や上翅斑紋にみられる一般的な地
理的変異は, 次のようなものである.  たとえば, P.
masakii は中部地方中・ 南部では, 頭部や前 l fは
黒色で,  上翅の黒紋が発達し, 一見してP. insutu-
rataに似ている. 中部地方の目本海側や関東地方北
部では黒色部が徐々 に退色し, 東北地方北部では,
頭部や前油背が黄褐色で,  上翅には小さなLb紋と
Lm紋がみられるだけになり,  一見してP aegrota
に似ている. このように, P masakiiにみられる分
布の全域にわたるゆるやかな変化と, obscur1orと
hakusanaの分布の接点付近にみられる急激な変化
は, 異なる要因により形成されたと推定される.
丸沼 (標高 l,450m), 管沼 (標高 l,700 m), f 加
又沢 (標高 l,700~ 1,850 m), 白根山一帯は基iHif重
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図l ~5.  l ~2, シラネヒメハナカミキリ Pfdom'a oOscunor obscunor Pに. 3~5,  ハクサンヒメハナカミキリ PfdOnla
obscunor hakusana OHBAYAsHl et HAYAsHl. 1: 群馬県片品村管沼産,  2: 福島県館淋、t田代山林道産,  3:1、品付「i
根山Pf, 4,5: 片品付・f仏山産. l , 3. 4: 離, 2, 5: 雌.
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図6. A~ D, シラネヒメハナカ ミキリ Pidonia obscunor obscurior Pfc, , 辞馬県片品村管沼産.  E~H,  ハクサンヒメ
ハナカ ミキり pidoma obscunor hakusana OHBAYAsH1 et HAYAsHl, , 片品村白根ll、産,  A. E: 末端節背板,  B, F
端節腹板, c, G: 交尾器の側集片, D, H: 父尾器の中集片.  スケール: 0.3 mm.

obscuriorの生息域であるが, 白根山の中腹からha-
kusanaが採集された (図3).

6 ,  91.馬県利根郡白根山,  標高1,780m, 16.
vi i i993, 商j t- 識採集.
ハクサンヒメハナカミキリは, 亜高山帯の針葉樹林
内にll美くナナカマドやハクサンシャクナゲの花から
採集された.
自根山の中腹から採集されたhakusanaは, 尾瀬
に生息する 'iakusanaと色彩,  上翅斑紋, 肢の色が
同じで, 管沼のobscunorと明らかに区別できる.
そこで, 管沼のobscurtorと白根山のhakusanaの
の交尾器と本端節腹板・ 背板の形態を比較した

(図6).  それぞれの周辺の個体群と比較すると, 尾
瀬沼や避ヶ51のhakusanaにみられる特徴が白根山
のhakusanaにも認められた.  たとえば, 末端節背
板の後緑角が丸型で, 中集片の湾曲が弱く, 先端の
ventral plateが強く実出し,  側集片の先端の集状
部が比較的短い点である. 一方, 栃木県側日光や那
須山J塊のobscurtorにみられる特徴が管沼のob-
scunorにも認められた. たとえば, 末端節背板の後
角が切型で, 中集片の湾曲が強く, 側集片の先端
の集状部が比較的長い点である.  このように, 図6
にJ-したobscunorと hakusanaのc,''' の交尾器や末
端節腹板・ 背板はよく似ているが, 細かく検討する
と, それぞれの形態的特徴を現わしている. しかし,
管i名産の多数のobscuriorの中には, 図6-Eに似た

f板を持つ個体も見つかっているので, 中間型の個
体も含めて検討する必要がある.
基,fE種obscunorの分布域の中から,  色彩,  上翅
斑紋, c,''' 交尾器の形態で明瞭に区別できる ;1aku-
sanaが採集されたことは, 両亜種が互いに独立し
た種である可能性を示唆している. 程木(l985) は,
obscurtorと hakusanaはゥルム水期の最寒冷期に
は異なる地域 (太平1、t側と日本海側) に生息してい
たが, 後水期の温曖化による森林の北への移動と垂
直分布域の上昇に伴って両個体辞も移動し, 帝釈山
脈付近で両個体群が出会い, 一部の地域で適伝子の
交流がおき, 中間的な個体が出現したという仮説を

たてた. 今回発見された白根山中腹のhakusana
は, 周辺のobscunorと適伝子の交流をおこさな
かった個体群と考えられる.
斉藤(1988) は上州武尊山, 谷川山系, Iii場山の

hakusanaの3 個体辞間では相・i_に交尾しないと報
告した. 残念ながら, 実験方法が記述されていない
ので比較はできないが, 管沼のobscuriorと;f仏山
のhakusanaを使って相互に交尾をさせてみた. 直
径8 cm, 高さ3.5 cmの透明容器内に, 産地の異な
る 1 1 ♀を入れ,  温度20±5℃,  照度約800ルク
スの条件下で, 次の基準で交尾行動を観察した.

A: c,フ' は触角で に接触しても接近行動をおこさ
なかった.

B: f は触角で♀の体に接触し, 接近し, のl f中
にマウントした.

C : マウン ト した は, の交尾器を引き出し,
endopha11usの挿入に成功した.
管沼の obscunor ,f と至仏山のhakusana♀で
は, 4例中, Aが2例, Bが l 例, Cが1 例であっ
た. 逆に, 至仏山のhakusana と菅沼のobscunor
早では, 3例中, Aが2例, Bの1 例であった. -
般に, 同じ産地の同種ならCの, 別種ならAの結果
になるのが普通である.  また, 同稱内の産地間:x:尾
でも, 交尾が成立するのが普通である. P takech ii
では幕川温泉 (福島県) と浅草岳 (福島県), 寸門 x
(新潟県), Iii沢 (長野県), 黒部湖ff (富山ll-l) の各
産地間での交尾が成立している (窪木,  l 991). そ
れなのに, obscunorとhakusana間では, 父尾行動
をまったくおこさない例から交尾が成立する例まで
様々 な段階が観察された.  この結果から, 次のよう
な解釈が可能であろう. 両者はそれぞれ独立した g
であるが, 一部の個体間では交尾が成立してしま
う. 逆に, 両者は同種であるが, 一部の個体間では
交尾が成立しない. 産地間交尾という人為的な組み
合わせで得られた結果から, 同種, 別種の判断はで
きない.  しかし, P takechii やP. signifieraのよう
に産地間交尾をおこしゃすい例とobscunorや
hakusanaのようにおこしにくい例は, それぞれの
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種が持っている種の歴史の一断面を現わしていると
考えられる. 同種か別種か, どちらが正しいのかは,
野外での調査が答えを出してくれるであろう.
上翅斑紋, 肢の色のほか, 末端節腹板・ 背板,
交尾器の中葉片や側葉片に も連いが認められたob-
scunorとhakusanaであるが, 各産地間で交尾し
ない組み合わせがあるのは, 交尾器の形態の連いが
原因しているのであろうか. たとえば, P. signifera
のうち, 福井県産の個体は, 体全体が幅広で, 触角
の長さや交尾器に顕著な差が見られ, P. jashaとい
う学名が与えられ, 独立種にされている (S. & A.
sAITo,1989). そこで, 富士ll」 (山梨県) とP. jasha
の模式産地の一つである池ノ河内 (福井県) の個体
を用いてobscuriorとhakusanaと同じ実験方法で
交尾行動を観察した. 相互の交尾行動は正常であっ
た.  さらに中間地域の能郷白山 (岐章.県) や大日ヶ
Iii (岐 県) と富上山との産地間でも正常な交尾行
動が観察された (窪木, 未発表). obscunorと baku-
sanaにみられる。,フ' 交尾器の中集片や側集片の形態
の差やP. sigmferaの地理的変異の両極の個体群に
みられる差は, 交尾になんら物理的な障害になって
いない.
管沼のobscurtorと至仏山の1lakusanaの一部の
組み合わせで, 交尾行動を途中でやめてしまう例が
観察された. が触角で♀の体に接触しても, 接近
行動がSSく, たとえマウントしても♀の交尾器を引
き出す行動をとらなかった.  この の反応の鈍さ,
行動に積極性がみられないことが交尾の不成立の原
因で, 交尾器の形態の不一致によるものではないと
考えられる. 佐渡島のP aegrotaは, 本州 (山形県
小国町温身平, 山梨県增穂町丸山林道) の個体群と
は, 相11に交尾しないが, 交尾器の形態に差は認め
られない (KuBoK1, 投稿中). 両個体群の交尾行動
の観察から, 交尾しないのは, 種の認知の方法に分
化がおきたためと考えられる.  佐渡島と本州の P
aegrotaでも, シラネヒメハナカミキリのobscurior
とhakusanaでも, 交尾器を挿入する前の一速の配
偶行動で種の認知が行われていて,  この段階で分化
が起きていると推定される. 産地間交尾という強制
的な組み合わせではあるが, 一部のシラネヒメハナ
カ ミキリのobscunorと hakusanaで 交尾器が♀

に挿入されてしまうことは, 両者の種の認知の方法

No l O9 ( Mar. 1995)

の分化が不十分であることと, (,フ' 交尾器の中集片や
側葉片の先端の軽徴な差は, 両者の交尾器の挿入を
阻むものではないことを暗示している. (,'''交尾器の
中葉片や側葉片の先端にみられる軽徴な差は, 種を
分けるための人間側の基準にすぎないのかも知れな
い .
シラネヒ メハナカ ミキリの obscurtor と baku-

sanaの関係が互いに独立した種なのか, 今後, 両者
の垂直分布, 出現期, 訪花植物, 生息環境を詳しく
調べる必要がある.  白根山のhakusanaはダケカン
バを交えた亜高山帯針葉樹林内の閉鎖的な環境に峡
くナナカマドやハクサンシャクナゲなどの木本類の
花を利用していた.  一方, 菅沼のobscuriorは亜高
山帯針葉樹林内の開放的な明るい草原にn美 くォニシ
モッケやセリ科などの草本類の花を利用していた.
このような訪花植物と生息環境の連いは, この問題
を解決する糸口になるであろう.
末筆ながら, 白根山のハクサンヒメハナカミキリ
の情報を下さった筒井 謙,  シラネヒメハナカミキ
リの産地間交尾の実験に協力していただいた武智昭
一の両氏に厚くお礼申し上げる.

参考文献

HAYAslll, M., l968. A monographic study of the leptu-
rine genus Pidoma MuLsANT(1863) with special
reference to the ecological distribution and phylo-
genetica1 relationlColeoptera: Cerambycidae) (Part
2). Bu11. 0sakaJonan Women's./r. Cot1.. 3: l-61.

l'i'木幹大,  1985.  分化型生物からみた東北(2) ヒメハナカ
ミ キリ . 東」ヒの自然, (2): 14- l9.

-  l 991. ァサマヒメハナカミキリの色本1,変異と分
布について. .1111111と自然, 26(12):7-12.

KuBoKl, M., 投構中.
OHBAYAsH1. K. & M. HAYASH!.1960. Study Of 月dOma-

g ro u p (Coleoptera:  Cerambycidae)  11. Ent. Ret'.

Japan. 0saka. l l: l3-16.
sAITo, s. & A., l989. A new Pidonia(Coleoptera. Ceram-

bycidae) from the Hokuriku District, Central Japan.
Ety tra, Tokyo. l7: 193-199.
藤秀生,  1988.  山々 で分化したシラネヒメハナカミキリ
とその地域変異, 佐藤正jf報: 日本のll l ?, 東海大学出
版会,  p. l25-132.

(東京都世田谷区)

0東京都八王子市でへ リ ハネムシを採集
へリハネムシIschalia patagiata LEWISは兵庫県
と長崎県で採集された標本に基づき1879 年に
LEWISによって記般された甲虫であるが, 最近
sAITo (1994) によって再検討がなされ日本産は3
種になった. 本種の既知産地は神奈川, 愛知, 一重,
和歌山, 岡山, 鹿児島の各県および北海道で, 東京
都からは未記録と思われる. 筆者は, 本種を下記の
場所で採集したので報告する.

1 頭, 東京都八E子市南浅川町梅ノ木平, 23. VII.
l994, 和泉敦大採集.

梅ノ木平への林適の灌木のビーティ ングで採集し
た_

参考文献

SAIT0, M., l994. A revisional study of the Japanese
species o f t he Family Ischali idae (Coleoptera.
Heteromera). Etytra, Tokyo 22:335-343.

荒木 哲,  l991. へリハネムシ北海通で採集.  111虫ニュー
ス, (95): 8.

( 東京都大田区,  和泉教夫)
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0八ヶ岳山系麦草 でタカネクロナガクチキを採集
タカネクロナガクチキPhryganophi lus Pseudo-

auntus NIKITsKYは, ロシア沿海州から記載された
種で, 日本では, 南アルプスおよび北海道中央高地
から記録されていたまれな種である. 筆者はこれを
八ヶ岳で採集することができたので, 参考までに記
録しておきたい.

2 頭, 長野県八千穂村麦草 , 10. VII i 994, 離倉

正人採集 (写真).

l it・

当地は標高約2,100 mあり, 亜高山性の針葉樹林
に囲まれている.
本種の過去の記録についてご教示頂いた水野弘造
氏に感謝する. 標本は l 頭を'華者が, 他の1 頭を水
野氏が保管している.

文 献

石川 」豊・ 豊島; in-」,  1987. 長野県のナカ' クチキムシ(I i).
まつむし, (74):1-15. (F'rothalpia sp. として, 南アル
プス北沢i -から記録されている)

NIKITsKY. N. B., l988. Species of the genusphryganOphi-
1us lCo1. Melandryidae) of the Palaearctic. Zoo1. J.,
67: 1426- l430. ( in Russian)

水野,ii,.造・ 細田f幸市, l991. l 山産甲Li'類目録 (山 県1
崎Ill). 関西11111談話会資料(2).

方賀 餐,  1993. l:-t:幌町上1:●ll駅跡土場で採集された甲
虫. 上i :l配町ひがし大」t専物館研究報告, (15):1-39.

久力田敏大ほか,  l993. 阿寒の.ll虫類.  阿寒国立公国の自
然, p. l l22, (財)前田一歩国財団.

( 山梨県 崎市, 難 正人)
0ヒラノアカヒラタゴミムシの静岡県における採集
記録
ヒラノアカヒラタゴミムシ Juj i r、0a mmobusana

( HABU)  は山製県身延山にて採集された個体に基づ
いて記繊されたものであるが, ':華者は静岡県内でゴ
ミムシの調査をした折, 県内数ヶ所で本種を採集し
ているので報告する.  いずれも秋期に林道の側溝の
落集トーより得ている.

3 頭, 静岡市安倍峠,  13. X.1993;1 頭, 安倍峠,
3. X. l994;1 頭, t要田郡山住峠, 6. X. 1994; 3 頭,
響田郡電頭山,  l4. Xi i994;3 頭, 焼津市高草山,
5. XL l994; 2頭, 高草山, 29. XI i994.
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静岡県内では1977 年, 奥田 (1983, 験河の昆虫,
(121): 3557) により静岡市竜爪山の記録がある.

(静岡県焼津市, 平井克男)
0ヒョウタンハネカクシの北海道渡島半島からの記
録
ヒョウタンハネカクシBrathinus ocutatus LEWIS
は, 北海道と本州, そしてサハリンとクナシリ島か
ら記録されている. 筆者は今夏 (1994年), 本種を
函館市近郊で得たので, 分布資料として報告する.

l 早, 北海道渡島支庁南茅部 (みなみかやべ) 町川
汲 (かつくみ) 川汲公園, 16. VIII. 1994, 筆者採集.
渓畔の建をくずして, チビゴミムシ類を採集中
に, ァリモドキと思い採集したものが本種であっ
た.

( 神奈川県海老名市, 西川正明)
0ルリヒラタゴミムシの伊豆諸島八丈島からの記録
ルリヒラタゴミムシDicranoncusfemoratis CHA-

uDoIRは伊豆諸島からは記録されていないようだ
が, 筆者は八丈島で採集しているので記録しておき
たい.

1 頭, 八丈島三原登山道, 28. X. 1987; 1 頭, 八
丈島末吉, l l.V.1988; 1 頭, 同所, 23.VIi i989.

(東京都八王子市, 高橋秀男)
0チュウジョウチビェンマムシ北海道に産す
チュウジョウチビエンマムシ Binhister chujoi

cooMANは大原(1989) によれば青森県, 福島県, 神
奈川県, 束京都, 奈良県, 和歌山県, 福井県などか
ら報告されているが, 本州のみの分布となってい
る.
筆者は本種を」ヒ海適にて採集したので,  ここに記
録しておきたい.

1頭, 北海道大'?召公園, 21. VI. 1994.
どの様な場所から採集したか定かではないが, 多
分ビー ティングで得たものと思う. 神奈川県では平
地~低山帯にかけて, キノコや朽木をたたいて得て
いる.

参考文献

OHARA, M.,1989.Jpn. J. Ent.. 57(2):283-294.
(神奈川県小田原市, 平野幸彦)
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ハムシ科後翅翅脈上の感覚器の分布と系統学的形質としての意義 (予報)
鈴木邦雄・ 田中千有紀

昆虫の体表面上には,  さまざまな機能を持つ多種
多様の感覚器sensillum (複数sensilla) が存在し
ている. 翅にも主要な翅脈中を走る感覚神経繊維に
沿って多くの感覚器が分布する. それらは, 剛毛
bristlesや毛hairs, 鐘状感覚器campaniform sen-
si ll a および絃音感覚器 chor dotonal sensi ll a の 3
つの主要なタイプに分けられる (cf. PRINGLE. l957;
CHAPMAN, 1969; WIGGLESWORTH, 1965; ROMOSER,
lg73). ハムシ科Chrysomelidaeの後翅翅脈 hind-
wing veins上にも多数の感覚器が存在する.  いず
れも落射照明下ではほとんど観察することができな
い. 透過光下で観察すると, 剛毛や毛と多数の鐘状
感覚器の存在することが判る. それは全ての翅脈上
に存在するのではなく, 特定の翅脈上にのみ存在す
る.  こうした感覚器の翅脈上の分布パターンの系統
分類学的意義については, 者らの知る限り, 従来
詳しく研究された例はないように思われる.
者らの一人鈴木は, 長くハムシ科の後翅翅脈相

の比較形態学的研究を行ってきた. 後翅翅脈相に
は, 保守的conservativeな形質が多数含まれるた
め, 系統関係の推定に重要な資料と考えられてきた
(cf. JoLlvET, l957, 1959; SUZUKI, 1969a, b, C,
1970a, b,1992a, b, 1994). しかし, 形態形質には,
静的staticで保守的あるいは安定的stableな側面
ばかりでなく,  ほとんど常に,  動的dynamicで革
新的 radical あるいは可通的 flexibleな側面が見ら
れ, 両者の関係を十分に考慮しなければ系統学的形
質systematic charater (従来分類学的形質 taxo-
nomic characterと呼ばれることが多かったが, こ
こではこの用語を使いたい) としての取り扱いも十
分には行えない. 翅には極めて多くの形質が存在す
るにもかかわらず, 翅脈相の静的な側面のみが取り
上げられることが多く, その他の多くの形質の存在
が見落とれてきたように思われる. 鈴木は, ハムシ
科 (鈴木, 1973a, b,1992b, l994) ばかりでなく,
同じハムシ上科のカミキリムシ科(SUZUKI & TERA-
NlsHl,1977; SUZUKI,1978) やマメソウムシ科, オサ
ムシ科 (SUZUKI & MIYAGIsHl,1982), さらにはトン
ポ類 (SUZUKI& METoKl,1982; 鈴木, 1994) など
についても, 従来とは異なる視点に立つ翅の比較形
態学的研究を試みてきた.
本稿では, 筆者らが現在研究を進めているハムシ
科の後翅翅脈上の感覚器のうち, 特に毛状感覚器に
ついて, その分布パターンと系統学的形質としての
意義について,  これまでの研究の概要を報告する.
1.  軸翅目の後趣翅脈上の感覚器の種類と分布様式

SNODGRASS(1935) は,  毛状感覚器sensilla tri-
chodea を毛の形状に基づいて, 剛毛感覚器 sensil-

la chaetica (刺状のもの), 鱗状感覚器sensilla squ-
amiformia (鱗状のもの),  円難状感覚器 sensi lla
basiconica (小さなぺグ状のもの), 有胞状感覚器
sensil la coeloconica (それが小孔中に落ち込んだも
の), 観状感覚器sensilla ampu11acea (その孔がさ
らに深くなったもの) などに分類した. ハムシ科の
後翅翅脈上に存在するのは, 主として種々 の長さの
剛毛感覚器である.

JoL1vET( l957) によれば, LEHR(1914) は, ゲン
ゴロウの1 種 ytz'sous margzna!is LINNAEUSの後
翅翅脈上の鐘状感覚器を cupules sensorie11es (椀
状感覚器) と呼び,  分布位置によって 1. groupe
radial, 2. groupe radial distal, および 3. groupe
radial proximal に, それぞれ分けた. このように,
鐘状感覚器を, それが位置する翅脈の名称を付けて
呼ぶ命名方式は,  その後PRINGLE(1957) なども採
用しており, かなり一般的になっているように思わ
れるので, 筆者らも適用したいと考える. ついでな
がら, LEHRは, 毛状感覚器を 1. 剛毛感覚器 soles
sensorie11es と2. 軟毛感覚器 polls sensoriellesに
分けている. ハムシ科でも, ゲンゴロウの1 種と対
応する, すなわち相同homologousと考えられる
翅脈上にほぼ同様の種類の感覚器が認められる. つ
まり,  これらの感覚器の種類と分布の基本パターン
は,  グループの違いを越えてかなり普通的な様相を
呈する可能性を示唆している.
n.  ハムシ科の後翅翅脈上の感覚器の種類と分布
パターン

図1 に, ハムシの後翅翅脈相と翅脈上の感覚器の
分布を模式的に示した [各翅脈の名称は, SNOD-
GRASS方式に基づく  SUZUKI (1969a) の命名法に
従った. 詳しくは SUZUKI (1969a,  1994), 鈴木
( l992a) を参照されたい]. 筆者らは, それらを次の
ような群に分類したいと考える.

1.  剛毛: M剛毛とR剛毛とを区別することが
できる.  これらの機能については, 者らの知
る限り従来詳しく研究されてきてはいないよう
であるが, 筆者らは, いずれも後翅が粕翅トに
収納される際に, 後翅の量み込みと学自翅との位
置関係などを感受する機能を果たしているもの
と推測している (SUZUKI& TANAKA, 準備中).
M剛毛:  MI+2 とM3+4 脈,  および両者を結ぶ

m-m横脈によって形成される逆走脈reccurr-
ent vein (Rv) と呼ばれる弧状の翅脈上に認
められる毛状感覚器である.  これは, 系統学
的形質として有望と考えられる. 時にM脈
の基部に至るまで点在する.

R剛毛: RI 脈の上端部に見られる. これも系統

Kunjo SUZUKI and Chjaki TANAKA: Preliminary report on the distribution of the sensilla on the hindWin9S of the
famjly Chrysomel idae (Coleoptera) and their systematic significance.

- 5 -



甲虫ニュース

rA

第109 号 (1995 年 3 月 )

図1.  ハムシ科の後翅翅脈相と感覚器の分布 [SUZUKI (1969a) に加 ]  翅脈相については SUZUKI ( l969a. l992a
1994) を参照されたい. 感覚器の詳細については本文を参照されたい.

学的形質として有望と考えられる.
2 .  鏡状感覚器: 以下のように多くの群を区別で
きるが, 特定の翅脈の特定の部位にのみ存在
し, 主として飛翔時の自己感受器官proprio-
ceptorsとしての機能を果たしているものと推
測される.
Mp群: Mp' 上に集中的に分布するもの
Sc群: Sc脈の基部に集中的に分布するもの
R群: R脈上に分布するが次の4 群を区別する
ことができる
R, 群: R脈の基端部に集中的に分布するも
の

R2 群: R脈の亜基端部に集中的に分布する
もの

R3 辞: R脈の中央部に列状に分布するもの
R; 辞: R脈のPa域に分布するもの

M群: M脈上に分布するが, 次の2 群を区別す
ることができる
M3+4 群: M3・4 脈上に列状に分布するもの
m-m辞: m-m横脈上に分布するもの
[Rv辞: 逆走脈域に分布するもの (上の2 群
を特に区別しない場合に用いる) ]

Cu群: Cut 脈の基部に分布するもの
者らは, 現在ハムシ科の全 l 9 亜科 (オースト

ラ リアとニュージーランドから知られる 'ミナミホ
ソハムシ亜科'  Pa1ophaginaeは除く ) に属する多
数の属と種について, 各翅脈上の感覚器について個
別に詳しく調べているが, 本報告では, それらのう
ち M剛毛についてのみ述べる. なお, 観察は, 全て
主にューパラールEupara1 で封入されたプレパ
ラート標本について透過光による通常の顕徴鏡下で
行ったが, 位相差装置を併用した.
ハムシ科における逆走脈上の毛状感覚器
ハムシ科では, 一部の群を除き, MI+2 とM3+4 脈

の分岐点を中心とする領域に M 剛毛が普遍的に存
在するが, その個数と位置は辞によってかなり変化
する.

A.  種内変異性: 者らは, まず次の4 亜科 5 属
5 種について, M剛毛の個数の種内変異性を調べた
(カッコ内の数字は調査個体数) : ヤナキルリハムシ

OdeMa erszcoior (L Al cHARTING, 1781) (ハム
シ亜科; 富山市産同一ディー ム 50 50早 ),  ヨ
モギハムシ ehりSOhna aunChaicea (MANNERHEIM,
1825) (ハムシ亜科;  石川県珠洲市禄剛岬および山
口県下関市産2 ディーム各30 30♀♀), クロウ
リハムシ Auiacophofa mgnpem is mgnpem is
MoTscHuLsKY, 1857 ( ヒゲナガハムシ亜科; 富山市
産同一ディーム 32 ),  フタホシオオトビハムシ
P;seudoderaxanthospi la BALY, 1862 ( トビハムシ亜
科; 伊豆大島産同一ディー ム23 28♀ ), アオ
バネサルハムシ Bas11epta futυlpes (MoTscHULsKY,
1860) (サルハムシ亜科; 富山市産同一ディー ム30
早 ). その結果は, 次の通りである.

1. ヤナキ'ルリハムシ: 約90% の個体でM剛毛
は1 本だったが, まったく欠如しているものや3 本
持つものが数個体見られた. 雌雄で異なる傾向は認
められなかった.

2. ヨモキ'ハムシ: 約 90% の個体でM剛毛は3
~6 本だったが, 2 本以下あるいは7~10本の個体
がごくわずか見られた.  2 ディー ム間, 雌雄間には
いずれも顕著な差異は認められなかった.

3.  クロウリハムシ: 検出した全ての個体が l 本
のM剛毛を持っていた.

4.  フタホシオオトビハムシ: 約90% の個体が
1 本のM剛毛を持つが, 2 本持つ個体が少数見られ
た. 雌雄の差異は認められなかった.

5.  アオバネサルハムシ: 30個体中28 個体が1
本のM剛毛を持っていたが, 2 本持つものが2 個

- 6 -
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表1.  ハムシ科の19 亜科におけるM 1毛数の変異

亜 科 属数 	 種数 	 M日ll毛数
ナガハムシ亜科 0rsodacn inae
モモブトハムシ亜科Zeugophorinae
カタビロハムシ亜科Mega1opodinae
ムカシホソハムシ亜科Aulacoscelinae
コガネハムシ亜科Sagrinae
ネクイハムシ亜科Donaciinae
クビナガハムシ亜科Criocerinae
ホソハムシ亜科Synetinae
ハムシ亜科Chrysomel inae
ヒゲナガハムシ亜科Galerucinae
トビハムシ亜科Al ticinae
ナガッッハムシ亜科Clytrinae
ッッハムシ亜科Cryptocephal inae
コプハムシ亜科Chlamisinae
ッヤハムシ亜科Lamprosomatinae
トゲハムシ亜科Hispinae
カメノコハムシ亜科Cassidinae
ヒゲナガサルハムシ亜科

Megascelinae
サルハムシ1亜科 Eumolpinae

1
1
4
2

11
4
4
2

13
33
69

2
4
2
3
4
6
1

l 5

2
3
4
6

19
2 2
15

2
25
46

128
6

16
3
4
6

15
4

23

l ~ 2
0 ~ 2
2 ~ 10
1 ~ 7
0 ~ 8
l ~ 6

0 ~ 9
1 ~ 10
0 ~ 14
0 ~ 4
0 ~ 4
1~ 6
0 ~ 3

0
1 ~ 4
1~ 7
0 ~ 13

1

0 ~ 7

計 l 81 	 348

体見られた.
B.  種より上の分類辞間の変異性: 表1 にこれま
でに調べた19 亜科 l81 属348 種のM剛毛数の変
異についての結果を要約して示した. 筆者らがこれ
までに調べた限りでは,  ツツハムシ亜科とコブハム
シ亜科に属する大部分の種ではM剛毛が1 本も存
在しない.
この表では, 亜科ごとに結果を集計してあるの
で, 属および種レベルの変異性については十分に読
み取ることはできない. 亜科によって変異性は異な
るが,  クビナガハムシ, ハムシ,  トゲハムシ,  カメ
ノコハムシなどいくつかの亜科に属する一部の種を
除けば, 種内変異はあまり大きくない.  このような
量的形質において一般的に認められる傾向である
が, 平均の個数の多い種ほどみかけ上の変異性は大
きくなるので注意が必要である. 一方,  ツツハムシ
亜科では, pachybrachys属を除けば他の3 属16 種
は, M剛毛が1 本も存在しない. また, コブハムシ
亜科も2 属3 種しか調べていないが, やはりM剛
毛は全く存在しない.  ヒゲナガハムシ,  トビハムシ
およびサルハムシの3 亜科では, 大部分の種の大部
分の個体でM剛毛は1 本と極めて安定している.
以上のことは, 亜科レベルで全体的に見ると, かな
り大きな変異性を示す群があるように見えるが, -
部の属や種を除けばむしろM剛毛の本数はかなり
安定で, それぞれの群の系統的あるいは遺伝的背景
をよく反映した形質であるように思われるのであ
る. 従って, 他の系統推論上重要と考えられる形質
との適合性congruenceを調べることによって,  こ
の形質のもつ系統的意義をより明かにすることがで
きるであろう. 筆者らは, この逆走脈部分のM剛毛
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と鐘状感覚器, さらにR, 脈の基部や先端部に位置
する毛状および鐘状感覚器などとの相関的関係の有
無について詳細に分析中である.
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(富山大学理学部生物学教室)

0フタコプルリハナカミキリを積浜市緑区で採集
<田困都市線甲虫シリーズ その8>

フタコブルリハナカミキリの横浜市緑区近郊にお
ける採集例といえば, 「昔どこそこで採集できた」 と
か 「普この場所で採集したことがある」 といった具
合の証言は多く聞かれたが, 生息の確実な証拠とな
る標本は確認されていなかった. 者は, 三保市民
の森の近くの谷戸において本種を採集したので,  こ
こに報告する.

l f , 横浜市緑区三保町梅田谷戸,  13. VI. l993,
大木 裕採集; l , 三保町梅田谷戸, 4. VII i993,
大木 裕採集.
画個体はクリ及びリョウブのイEに飛来したもので
ある. この他に, 1993 年度に岩田隆太郎氏, 1994
年度に川下.資氏が l 頭ずつ採集されているとのこ
となので, 少ないながらもこの付近にまだ生息して
いると考えられる. (神奈川県横浜市, 大木 裕)

◇阪神大量災のお見算い◇
1 月 l7 日, 思いもかけず阪神地方に大地震が発
生, それに伴う火災など大きな被害が生じたこと
は, 非常な驚きであった. 本学会の会員の方々 の中
にも, いろいろな被害を受けられた方の情報が次々
と伝わってくるにつれ, 非常な心痛事であった.  さ
らに各種研究機関も大きな被害をこうむってしまっ
た. 我々 が最も大切にしていた標本の多くが被害を
受けたことは残念でたまらない. その中でも, 会員
のひとり, 明石市在住の石田裕氏が逝去されたこと
は最大の悲しみである. 氏は, ナガゴミムシ類研究
に先標をっけられ, 各種ゴミムシ類の研究を遂行さ
れ, さらにガガンポ類に関する業績などをあげてこ
られた.  ここに, 故人に心から哀悼の意を表する次
第です. また, 被災を受けられた方々に心からお見
舞い中し上げます. どうか,  このことに負けず甲虫
類の研究を続けられんことを心から願っています.

(会長, 佐藤正孝)
◇日本軸翅学会 (1995 年)◇

<現状> 1994 年 l l 月現在, 会員数538 名.
<事務局> 〒169 東京都新宿区百人町3-23-1, 国立
科学博物館分館動物研究部昆虫第一研究室
<会長> 佐藤正
く副会長> 露本繁雄
<常任幹事> 渡辺泰明 (総務・ 庶務); 岩田隆太郎
(同); 常書 豊 (同) ; 久保田正秀 (同); 斉藤秀生
(同); 斉藤明子 (会計); 上野俊一 (編集委員長);
新里達也 (Elytra編集) ; 妹尾俊男 (甲虫ニュース編
集); 石田勝義 (渉外); 大木 裕 (大会); 日下部良
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康 (例会) ; 江本健一 (木曜談話会)
く幹事> 安藤清志; 荒谷邦雄; 藤田 宏; 林 培彦;
平野幸彦; 穂積俊文 (名古屋支部長) ; 笠原須磨生;
森本 桂; 中村俊彦; 西川協一; 大原昌宏; 大林延
夫; 速山雅夫; 山上 明
<会計監査> 田添京二; 渡 弘
<編集委員> 上野俊一 (委員長) ; 森本 桂; 新里達
也; 岡島秀治; 妹尾俊男; 高桑正敏
ｫ入会問合せ先 ・ 住所変更連絡先 ・ 退会届先 ・
Elytra投稿先・ その他ｻ  〒169 東京都新宿区百
人町3-23-1, 国立科学博物館分館 動物研究部昆
虫第一研究室気付,  日本 翅学会宛 (tel. 03-3364-
2311)
ｫ甲虫ニュース投稿先ｻ  〒196 東京都昭島市昭和
町2-5-15-601, 妹尾俊男宛 ( tel. 0425-41-6640)
ｫ入会方法ｻ 郵便振替にて①郵便番号・ 住所・ 氏名
(ふり仮名も), ②一般・ 資助の会員の区別, ③何年
度から入会かを明記の上, 00180-3-401793 へ送金
のこと. 大会 (11 月) の際の受付での入金も可.
ｫ会費ｻ  新入会費￥1,000; 一般会員年会費￥6,000;
国外会員年会費￥8,000;  資助会員年会費￥10,000
以上, 前納制.
ｫ事自翅目学会・ 甲虫談話会・ 軸翅学会の刊行物バッ
クナンバー取扱ｻ  〒973 いわき市内郷郵便局私書
箱 l l 号, TTS昆虫図書宛(tel.  0246-27-2521/
fax. 0246-27-4031) (総務・ 庶務, 岩田隆太郎)
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昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫1針00,0,1,2.3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器目一一切豊富に取1り揃えております。 1
〒150  東京都渋谷区渋谷1 「目 7 -6 1振 替 00130-4-21129 1
電 話 (03) 3409 - 6401 (ムシは一番) 1
F A X (03) 3409 - 6160 1(カタログ階呈) (株)志賀昆虫普及社 1


